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新
年
を
迎
え
、謹
ん
で
御
皇
室
の
弥
栄
を
御
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
は
、新
帝
陛
下
が
御
即
位
あ
そ
ば
さ
れ
、御
一
代
一
度

の「
御
大
典
」の
諸
儀
式
で
あ
る「
即
位
礼
」、「
大
嘗
祭
」が
恙
な
く

斎
行
さ
れ
ま
し
た
。我
々
国
民
に
と
り
ま
し
て
も
一
大
慶
事
で
あ

り
、そ
の
佳
節
の
御
年
に
貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
創
立
九
十
周
年

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
重
ね
て
お
祝
い
を
申
し
上
げ
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。現
在
の
第
三
世
宗
家
諌
山
岳
陽
先
生
に
至
る
九
十

年
間
。素
晴
ら
し
い
宗
家
の
統
率
・
御
指
導
の
も
と
、一
門
の
諸
先
生

方
の
御
尽
力
に
よ
り
発
展
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
こ
と
に
、心
か
ら

敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

御
承
知
の
通
り
、貴
会
と
当
宮
は
、古
く
よ
り
多
く
の
御
縁
を
頂

い
て
き
ま
し
た
。特
に
毎
年
皆
様
に
は「
曲
水
の
宴
」で
の
和
歌
の
朗

詠
。旧
暦
の
九
月
十
日
に
斎
行
致
し
て
お
り
ま
す「
秋
思
祭
」に
は
、

天
神
様
の
御
心
情
を
偲
び
お
慰
め
す
べ
く「
秋
思
の
詩
」の
吟
詠
を

奉
献
頂
い
て
お
り
ま
す
。天
神
様
が
遺
さ
れ
た
多
く
の
詩
歌
を
吟
詠

と
い
う
形
で
後
世
に
お
伝
え
頂
き
、「
文
化
の
神
様
」と
し
て
慕
わ
れ

る
天
神
様
も
さ
ぞ
お
喜
び
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、「
令
和
」の
御
代
に
込
め
ら
れ
た「
人
々

が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
中
で
文
化
が
生
ま
れ
育
つ
」と
い
う
想
い

と
共
に
、日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
り
ま
す「
吟
道
」の「
こ
こ
ろ
」と

「
技
」を
磨
か
れ
、私
た
ち
に
更
な
る「
感
動
」を
与
え
て
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
会
の
益
々
の
弥
栄
と
皆
様
方
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
心
よ
り

御
祈
念
申
し
上
げ
、新
年
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
御
挨
拶

西
日
本
吟
詠
会
　
最
高
顧
問

太
宰
府
天
満
宮
　
最
高
顧
問

西
高
辻  

信
良

太宰府天満宮雪景色
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1
月
4
日（
土
）

1
月
13
日（
祝
）

2
月
24
日（
祝
）

3
月
1
日（
日
）

3
月
7
日（
土
）

3
月
8
日（
日
）

3
月
14
日（
土
）

3
月
22
日（
日
）

3
月
29
日（
日
）

4
月
12
日（
日
）

4
月
19
日（
日
）

4
月
29
日（
祝
）

5
月
10
日（
日
）

5
月
17
日（
日
）

5
月
31
日（
日
）

6
月
13
日（
土
）

6
月
14
日（
日
）

7
月
5
日（
日
）

8
月
23
日（
日
）

9
月
7
日（
月
）

10
月
11
日（
日
）

10
月
18
日（
日
）

10
月
25
日（
日
）

11
月
29
日（
日
）

12
月
6
日（
日
）

新
年
会

お
さ
ら
い
会

九
吟
連（
福
岡
）

曲
水
の
宴

毎
日
吟
士
権（
北
九
州
）

毎
日
吟
士
権（
北
九
州
）

福
岡
県
吟
連
春
季
大
会

九
吟
連（
筑
後
）

春
季
大
会（
一
部
）

毎
日
吟
士
権（
福
岡
）

毎
日
吟
士
権（
福
岡
）

春
季
大
会（
２
部
）

九
吟
連（
決
選
）

毎
日
吟
士
権（
本
選
）　　

和
歌
朗
詠
大
会

総
会

天
満
宮
杯（
福
岡
）

ポ
リ
ド
ー
ル（
予
選
）

天
満
宮
杯（
決
選
）

奥
伝
皆
伝
審
査

ポ
リ
ド
ー
ル（
決
選
）

秋
季
大
会

福
岡
県
吟
連（
４０
回
）

九
吟
連
秋
季
大
会

日
総
連（
福
岡
）

行
事
予
定
表

　

去
る
十
月
二
十
二
日
、井
上

保
廣
様
は
、肺
炎
の
た
め
、急
逝

さ
れ
た
。享
年
七
十
二
歳
。十
月

二
十
三
日
お
通
夜
、二
十
四
日

葬
儀
が
善
光
会
館
で
し
め
や
か

に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
に
、故
人
を
慕
う

多
く
の
弔
問
客
が
訪
れ
、そ
の

余
り
に
も
唐
突
な
死
を
惜
し
み

つつ
、故
人
の
功
績
と
人
柄
を
讃

え
、別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　

故
人
は
、二
期
八
年
太
宰
府

市
長
を
務
め
ら
れ
、そ
の
間
、精

力
的
に
活
動
さ
れ
、幾
多
の
優

れ
た
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

又
、根
か
ら
の
太
宰
府
人
で

あ
り
、正
に
太
宰
府
の
た
め
に

生
ま
れ
、太
宰
府
の
た
め
に
尽

さ
れ
た
人
物
で
あ
り
ま
し
た
。

　

特
に
、ご
本
人
も
若
い
頃
、吟

詠
を
学
ば
れ
、日
本
文
化
に
造

詣
が
深
く
、太
宰
府
市
民
の
文

化
活
動
に
側
面
か
ら
大
い
に
支

援
さ
れ
ま
し
た
。

井
上
保
廣
様 

急
逝

元
太
宰
府
市
長
・
西
日
本
吟
詠
会
後
援
会
副
会
長

太
宰
府
市
吟
詠
剣
詩
舞
連
盟
名
誉
会
長

　

昨
春
の
叙
勲
で
は
、そ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
、旭
日
双
光
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
退
任
後
は
、公
職
を
ほ

と
ん
ど
辞
退
さ
れ
、「
晴
耕
雨

読
」を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

秋
の
大
会
に
は
、必
ず
ご
来

場
い
た
だ
き
、気
が
向
け
ば
、味

わ
い
深
い
吟
詠
を
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　

去
る
十
月
六
日
、本
会
の
創

立
記
念
吟
詠
剣
詩
舞
大
会
で
の

記
念
式
典
で
は
、お
元
気
な
声

で
、心
温
ま
る
祝
辞
を
頂
戴
し

た
ば
か
り
で
し
た
。

　

又
、十
一
月
九
日
の
記
念
祝
賀

会
に
於
い
て
も
、ご
臨
席
の
上
、

お
祝
辞
を
頂
戴
す
る
こ
と
に

な
って
い
ま
し
た
。

　

諌
山
宗
家
は
、葬
儀
の
席
上

ご
生
前
の
ご
厚
情
に
対
し
て
、心

か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
共

に
、そ
の
余
り
に
も
早
い
逝
去
を

惜
し
み
つ
つ
、お
別
れ
の
言
葉
を

申
し
述
べ
ま
し
た
。

　

更
に
、ご
霊
前
に
向
っ
て
、弔
い

の
詩
歌
を
献
じ
ま
し
た
。

　

改
め
て
、井
上
保
廣
様
の
ご

厚
誼
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
、心
か
ら
安
ら
か
な
ご
永

眠
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　　
合
掌

　

昨
秋
十
一
月
九
日
、九
州
吟

剣
詩
舞
道
連
盟
名
誉
顧
問
様

で
南
岳
流
吟
詠
会
宗
家
、が
、

老
衰
の
た
め
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。享
年
九
十
五
歳
。十
一
月

十
日
お
通
夜
、十
一
日
葬
儀
が

メ
モ
リ
ー
ド
大
野
城
で
執
り
行

わ
れ
た
。

　

両
日
と
も
に
、九
吟
連
関
係

者
や
南
岳
流
吟
詠
会
会
員
ら

が
、先
生
の
死
を
悼
み
参
列
、故

人
と
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　

齊
藤
先
生
は
、故
藤
井
菊
風

先
生
に
師
事
さ
れ
、そ
の
後
、福

岡
南
吟
詠
会
を
設
立
さ
れ
た

が
、大
分
県
日
田
の
故
畑
地
奎

堂
、長
崎
県
大
村
の
故
中
村
龍

鵬
両
先
生
と「
三
県
連
合
吟
詠

会
」を
結
成
、吟
界
に
新
風
を

吹
き
込
ま
れ
た
。

　

そ
の
後
南
岳
流
吟
詠
会
を
創

設
、吟
詠
指
導
の
傍
ら
、福
岡
県

総
連
盟
、九
吟
連
の
役
員
を
歴

任
さ
れ
、吟
界
の
発
展
に
大
き

な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

齊
藤
南
岳
先
生 

ご
逝
去

九
州
吟
剣
詩
舞
道
連
盟
名
誉
顧
問

　

又
、キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
吟
詠
剣

詩
舞
会
本
部
企
画
委
員
を
務

め
ら
れ
、多
く
の
吟
詠
剣
詩
舞

家
を
育
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

更
に
、漢
詩
家
と
し
て
も
活

躍
さ
れ
、漢
詩
集「
風
騒
玩
詠
」

を
第
六
巻
ま
で
発
行
さ
れ
た
。

平
成
二
十
三
年
に
は
漢
詩
界
最

高
峰
の
特
別
賞「
諸
橋
轍
次・八

木
ヶ
鼻
賞
」を
受
賞
さ
れ
る
等

作
詩
の
実
力
は
、高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

齊
藤
先
生
は
、書
道
に
も
卓

越
し
た
能
力
を
発
揮
さ
れ
、

数
々
の
色
紙
、掛
け
軸
を
残
さ

れ
て
い
ま
す
。本
会
の
八
十
周

年・八
十
五
周
年
で
は
、素
晴
ら

し
い
祝
詞
と
掛
け
軸
を
贈
呈
戴

い
た
。

　

吟
詠
、漢
詩
、書
道
部
門
で
の

功
績
に
対
し
、福
岡
県
文
化
功

労
賞
、文
部
科
学
大
臣
賞
等

数
々
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
。

　

吟
界
引
退
後
は
、施
設
で
静

か
に
余
生
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま

し
た
。死
去
の
前
日
ま
で
お
元

気
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、突
然
眠

る
が
如
く
大
往
生
を
遂
げ
ら
れ

ま
し
た
。ご
生
前
の
ご
厚
誼
を

感
謝
し
、心
安
ら
か
な
ご
永
眠

を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

訃　報



第73号（ 17 ） 令和２年１月１日発行

西山啓峰会長の挨拶
幼少年出場者に

会長より図書券を進呈

船津弥生さん後藤さん

男性指導者の地吟

二宮君

地吟「万代に」の舞 清光会唐崎春喜先生

船津君

喜衣流 清光会 水野修喜先生

挨拶中の諌山会長
祝辞を述べる

井上保廣大会名誉会長

構成吟「梅花の宴」出演中の
坂口鶯壽先生と喜衣会の皆さん幼少年の剣舞

第
三
十
九
回 

福
岡
県
吟
詠
剣
詩
舞
大
会

太
宰
府
市
吟
詠
剣
詩
舞
連
盟

第
三
十
九
回 

吟
詠
大
会

　

福
岡
県
吟
詠
詩
舞
連
盟（
西

山
啓
峰
理
事
長
）主
催
の
第
三

十
九
回
県
吟
詠
剣
詩
舞
大
会

が
、令
和
元
年
十
月
二
十
七
日

（
日
）福
岡
市
西
市
民
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
。

　

本
会
か
ら
は
、幼
少
年
の
部

に
、船
津
弥
生（
太
宰
府
星
陽

会
）
、二
宮
一
斗
（
岩
戸
佳
陽

会
）、船
津
慎
之
助（
太
宰
府
星

陽
会
）、後
藤
菜
乃
実（
岩
戸
佳

陽
会
）が
出
吟
し
素
晴
ら
し
い
、

吟
詠
を
披
露
し
盛
大
な
拍
手
を

受
け
た
。幼
少
年
参
加
者
全
員

に
西
山
理
事
長
よ
り
図
書
券
が

進
呈
さ
れ
た
。

　

又
本
会
の
今
年
の
構
成
吟
は

諌
山
宗
家
の
企
画
、構
成
の
、令

和
縁
の「
梅
花
の
宴
歌
集
」を
、

男
性
指
導
者
二
組
と
、女
性
指

導
者
九
組
が
、喜
衣
流
、清
光
会

の
華
麗
な
剣
詩
舞
に
よ
る
、吟
詠

と
和
歌
を
披
露
し
た
。

　

太
宰
府
市
吟
詠
剣
詩
舞
連
盟

（
会
長
諌
山
岳
陽
宗
家
会
長
）主

催
、吟
詠
剣
詩
舞
大
会
は
、去
る

九
月
二
十
九
日（
日
）に
太
宰
府

館「
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル
」で
開
催

さ
れ
た
。

　

当
連
盟
の
名
誉
会
長
で
あ
る
井

上
保
廣
様
よ
り
、祝
辞
を
頂
き
、

近
隣
吟
詠
役
員
の
諸
先
生
方
を

お
招
き
し
て
の
大
会
に
な
っ
た
。

　

大
会
終
了
後
は
懇
親
会
で
盛

り
上
が
り
、来
年
の
四
十
回
大
会

に
向
か
って
、バン
ザ
イ
三
唱
で
締
め

く
く
っ
た
。

　

諌
山
宗
家
会
長
の
企
画
、構
成

に
よ
る「
梅
花
の
宴
秀
歌
集
」が
発

表
さ
れ
、本
会
役
員
に
よ
る
吟
詠

と
、市
吟
連
黒
川
邦
勝
副
会
長
社

中
、秋
山
喜
衣
社
中
、大
日
本
正

義
流
政
武
館
社
中
の
皆
さ
ん
に
よ

る
、詩
舞
入
り
で
構
成
さ
れ
、見
事

な
出
来
映
え
で
あ
っ
た
。

福
岡
市
民
芸
術
祭
参
加

客舎の壁に題すを舞う
久保山孝陽宗師範
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謝辞を述べる立石館長

祝辞を述べる西山理事長書道吟（書は立石先生のお孫さん）

講演中の福田教授鏡開き風景ひょっとこ踊りを披露する会員

　
去
る
十
月
二
十
日（
日
）、西
部

ガ
ス「
ガ
ス
ホ
ー
ル・パ
ピ
ヨ
ン
24
」

に
於
い
て
、吟
道
宰
都
館（
立
石

松
律
館
長
）の
創
立
八
十
周
年

記
念
吟
詠
剣
詩
舞
大
会
が
、県

内
外
の
吟
界
来
賓
を
迎
え
て
開

催
さ
れ
た
。

　
吟
道
宰
都
館
は
、初
代
館
長

の
座
親
松
翆
先
生
が
設
立
さ
れ

二
代
目
館
長
立
石
松
律
先
生
が

二
川
流
筑
前
今
様
の
普
及
と
伝

承
に
尽
力
さ
れ
、現
在
は
三
代
目

立
石
松
翆
先
生
が
、同
流
の
保

存
と
発
展
に
努
め
ら
れ
て
い
る
。

　
大
会
に
は
、二
川
相
近
翁
七
世

の
二
川
昭
一
氏
を
は
じ
め
、同
館

顧
問
で
県
議
の
田
中
久
也
氏
や
吟

界
か
ら
は
、日
本
吟
詠
総
連
盟
副

理
事
長
で
福
岡
県
吟
詠
剣
詩
舞

連
盟
理
事
長
の
西
山
啓
峰
先
生

ら
福
岡
県
内
外
の
来
賓
が
招
待

さ
れ
、記
念
大
会
を
祝
っ
た
。

　
会
員
吟
詠
で
は
、今
様
を
取
り

入
れ
た
構
成
吟「
春
夏
秋
冬
」や

書
道
吟
が
披
露
さ
れ
た
。

　
記
念
式
典
で
は
、西
山
啓
峰

先
生
ら
が
、祝
辞
を
述
べ
た
。

　
特
別
講
演
と
し
て
、九
州
大

学
教
授
で
文
学
博
士
の
福
田
千

鶴
先
生
が
、講
師
と
し
て
招
か
れ

「
黒
田
藩
士
の
生
活
と
文
芸
」と

題
し
て
、講
演
さ
れ
た
。

　
作
り
方
は
豚
汁
の
作
り
方
と

同
じ
で
、ダ
ン
ゴ
は
煮
立
っ
た

ス
ー
プ
に
つ
け
な
が
ら
、手
で
ち

ぎ
る
、全
部
入
れ
て
煮
た
っ
た
ら

火
を
止
め
味
噌
を
入
れ
る
。

　
ダ
シ
は
肉
と
野
菜
と
味
噌
の

味
だ
け
で
す
。

　
三
十
年
位
前
大
阪
よ
り
出
張

員
の
来
日
の
折
作
り
接
待
し
た

所
、何
年
振
り
か
に
頂
い
た
と
、

ふ
る
さ
と
を
思
い
出
す
と
大
変

喜
ん
で
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。毎

月
一
回
何
年
と
続
け
た
も
の
で

す
。皆
様
の
御
家
庭
で
も
寒
い
折

体
が
暖
ま
す
の
で
、お
作
り
下
さ

い
ま
せ
ん
か
。

　
師
範
　
古
賀
　
富
陽

な
つ
か
し
い
ダ
ン
ゴ
汁

私
の
秘
伝
料
理

シ
リ
ー
ズ
⑯

材
料 〈
五
、六
人
前
〉

・
豚
バ
ラ
　
三
〇
〇
g

・
大
根
　
二
〇
〇
g

・
人
参
　
一
五
〇
g

・
里
い
も
　
二
〇
〇
g

・
ご
ぼ
う
　
二
〇
〇
g

・
白
こ
ん
に
ゃ
く
　
一
枚
と
白
味
噌

テキスト・CD完成 出版部長　舩木燦陽
　私達が、今年一年使用する来年度大会用課題吟テキストとCDが
完成し、近日中に配布されます。
　今回も吟士は諌山宗家で、CDジャケットは伴奏と制作に当たられ
た伊地知彰山先生が担当されました。
　古今の名詩が集録されていて内容も一段と充実した教材が完成
しました。

昔なつかしい　ダンゴ汁

筑
前
今
様
吟
道
宰
都
館

創
立
八
十
周
年
記
念

吟
界

朗
報

　
本
会
か
ら
は
、諌
山
宗
家
と

野
村
宗
師
が
招
か
れ
祝
意
を
述

べ
た
。

　
祝
賀
会
で
は
、「
ひ
ょ
っ
と
こ
踊

り
」や
各
種
か
く
し
芸
が
披
露

さ
れ
大
会
を
盛
り
上
げ
た
。

吟
詠
剣
詩
舞
大
会
開
催
。 

記
念
講
演
も
。
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幼少年の部優勝の二宮一斗君

和歌の部上位入賞者

青木副会長開会のことば

　
ポ
リ
ド
ー
ル
吟
詠
会（
小
林
快

川
会
長
）主
催
第
四
十
六
回
全
国

吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
が
、十
月
十
四
日

（
祝
）大
東
市
立
市
民
会
館
で
開

催
さ
れ
た
。

　
本
会
か
ら
も
多
数
出
場
し
た

が
、各
部
門
で
好
成
績
を
収
め
た
。

　
又
、諌
山
宗
家
は
、青
木
博
笙

先
生
と
共
に
、大
会
副
会
長
並
び

に
審
査
委
員
長
を
勤
め
た
。

第
46
回
ポ
リ
ド
ー
ル
吟
詠
会

全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル

久
保
山
孝
陽
宗
師
範
・
二
宮
一
斗
君
が
優
勝

　
当
日
の
成
績
は
次
の
通
り
。

◆
幼
少
年
の
部

◎
優
　
勝

　
二
宮
一
斗
（
岩
戸
佳
陽
会
）

◎
入
　
賞

　
島
原
大
宙
（
岩
戸
佳
陽
会
）

　
島
原
桜
都
（
岩
戸
佳
陽
会
）

　
後
藤
菜
乃
実
（
岩
戸
佳
陽
会
）

◆
青
年
の
部

◎
第
五
位

　
中
内
鶴
月
（
太
宰
府
恵
陽
会
）

◆
壮
年
の
部

◎
第
五
位

　
野
村
真
陽
宗
師
範

◎
入
　
賞

　
久
保
山
孝
陽
宗
師
範

　
松
嶋
蓮
陽
宗
師
範

　
平
山
恵
陽
宗
師
範

　
舩
木
燦
陽
宗
師
範

　
橋
口
康
陽
総
師
範

　
八
尋
征
陽
準
師
範

　
新
開
政
山
（
太
宰
府
啓
陽
会
）

◯
優
秀
賞

　
大
田
君
陽
宗
師
範

　
池
田
慧
陽
準
師
範

◆
和
歌
朗
詠
の
部

◎
優
　
勝

　
久
保
山
孝
陽
宗
師
範

◎
第
三
位

　
野
村
真
陽
宗
師
範

◎
入
賞

　
松
嶋
蓮
陽
宗
師
範

　
舩
木
燦
陽
宗
師
範

　
立
石
琴
陽
総
師
範

　
中
内
鶴
月
（
太
宰
府
恵
陽
会
）

◯
優
秀
賞

　
大
田
君
陽
宗
師
範

　
中
島
光
陽
総
師
範

　
八
尋
征
陽
準
師
範

　
中
島
江
陽
師
範
代

精
吟
堂 

幸
楓
会

創
立
25
周
年
記
念
吟
詠
大
会

「
ぶ
ど
う
の
樹
」の
下
で
開
催

　
昨
年
八
月
三
十
一
日（
土
）遠

賀
郡
岡
垣
町
に
あ
る
、果
樹
園

「
ぶ
ど
う
の
樹
」で
、精
吟
堂
幸

楓
会（
江
藤
幸
楓
会
長
）主
催
、

創
立
二
十
五
周
年
記
念
吟
詠
剣

詩
舞
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
ぶ
ど
う
が
た
わ
わ
に
実
っ
た
果

樹
園
の
下
で
の
ユ
ニ
ー
ク
な
大
会

と
な
っ
た
が
、独
特
の
雰
囲
気
の

中
で
の
催
し
で
あ
っ
た
。

　
会
員
吟
詠
に
続
い
て
、構
成
吟

「
筑
紫
の
菅
公
」が
披
露
さ
れ

た
。

　
記
念
式
典
で
は
、地
元
岡
垣

町
町
長
宮
内
實
生
氏
や
福
岡
県

議
会
議
員
松
本
國
寛
氏
、岡
垣

町
文
化
協
会
会
長
神
谷
貞
夫

氏
を
は
じ
め
、吟
壇
か
ら
は
、筑

紫
岳
風
会
会
長
三
浦
岳
尚
先
生

継
正
流
吟
道
聖
山
会
会
長
栗

山
聖
山
先
生
、日
本
吟
道
水
誠

会
会
長
布
谷
水
誠
先
生
ら
が
祝

辞
を
述
べ
た
。

　
尚
、招
待
さ
れ
た
諌
山
宗
家

は
、万
歳
三
唱
の
音
頭
を
と
り

祝
意
を
表
わ
し
た
。

　
来
賓
吟
詠
の
部
で
は
、友
好

吟
詠
会
会
長
を
は
じ
め
、所
属

会
員
に
よ
る
独
吟
が
、又
来
賓

剣
詩
舞
の
部
で
は
、大
日
本
正
義

流
河
津
義
政
館
長
ら
が
、雄
壮
、

華
麗
な
剣
詩
舞
を
披
露
し
記
念

大
会
を
盛
上
げ
た
。

挨拶中の江藤会長地吟中の岡野麗風先生

範舞の
宮崎義都先生

栗山聖山先生の
祝辞

祝辞中の
布谷水誠先生

「万歳三唱」の
諌山宗家



「黒田武士」熟吟中の長谷川玉英先生（左） リサイタル「熊本城」を朗 と々合吟

「祝詩」を吟じる諌山宗家

「祝賀の詩」合吟の本会出場者

編 

集 

後 

記

発
行
者  

亀
井
神
道
流
西
日
本
吟
詠
会

印
刷
所  

井
上
紙
工
印
刷
㈱

事
務
局  

那
珂
川
市
道
善
三
六渡邊

昇
陽
方

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。昨
年
の
日
本
は
三
本
の
台
風

に
遭
遇
し
て
、地
震
や
、自
然
災
害
が

日
本
各
地
で
起
り
、大
変
な
年
で
し
た

が
、そ
の
半
面
喜
ば
し
い
事
も
あ
り
ま

し
た
。

　
新
天
皇
が
即
位
さ
れ
、新
し
い
日

本
、輝
か
し
い
日
本
が
、訪
れ
る
事
と
思

い
ま
す
。

‥
吉
弘
　
響
陽

‥
佐
藤
　
貴
陽

‥
立
石
　
琴
陽

‥
花
田
　
宏
陽

‥
山
口
　
皇
陽

●
広
報
部
員

広
報
部
長

部
長
代
行

副 

部 

長

部
　
　
員

　  

〝

　

構
成
吟
第
二
部
は
、奥
山
阿
佐

子
氏
の
原
作「
宇
宙
の
ま
ば
た
き
」

と
題
し
、名
山
富
士
山
を
皮
切
り

に
、日
本
古
今
の
名
詩
、秀
歌
を
披

露
し
た
。

　

令
和
元
年
十
月
十
三
日（
日
）

大
東
市
立
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

「
サ
ー
テ
ィ
ホ
ー
ル
」に
於
い
て
第

五
回「
吟
詠
リ
サ
イ
タ
ル
」が
五

年
振
り
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

諌
山
大
会
副
会
長
の
開
会
の

言
葉
で
幕
を
開
け
、地
区
役
員
に

よ
る
吟
詠
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

が
、九
州
地
区
か
ら
は
、本
会
会

員
三
十
四
名
に
よ
る
合
吟「
祝
賀

の
詩
」と
山
口
の
桜
諷
会
会
員
十

二
名
に
よ
る
合
吟「
富
嶽
」が
披

露
さ
れ
た
。

　

又
、本
部
役
員
吟
詠
で
は
、諌

山
宗
家
が「
祝
詩
」を
吟
じ
た
。

　

リ
サ
イ
タ
ル
の「
華
」は
二
部
構

成
さ
れ
た
。第
一
部
は
、諌
山
宗

家
、原
作
・
企
画
構
成
に
よ
る「
古

城
賛
歌
」が
発
表
さ
れ
た
。

　

全
国
に
残
る
名
城
、城
趾
を
辿

る
構
成
吟
で
、本
会
の
レ
コ
ー
デ
ィ

ン
グ
経
験
者
六
名（
諌
山
星
陽
・

松
嶋
蓮
陽
・
久
保
山
孝
陽
・
小
松

扇
陽
・
梁
池
梁
陽
・
野
村
真
陽
）

が
、「
熊
本
城
」を
朗
々
と
吟
じ
上

げ
た
。

　

又
、英
峰
流
英
峰
会
会
長
の
長

谷
川
玉
英
先
生
は
、「
名
槍
日
本

号
」を
今
様
・黒
田
節
入
り
で
、豪

快
に
吟
じ
、満
場
の
観
客
か
ら
盛

大
な
拍
手
が
贈
ら
れ
、九
州
吟
界

の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
証
明
し
た
。
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亀井神道流西日本吟詠会では、その
名に恥じないホームページを公開して
います。皆様のご意見に耳を傾けなが
ら、更新して参ります。

亀井神道流西日本吟詠会

ホームページアドレス
https://kameigin.com/

ポ
リ
ド
ー
ル
吟
詠
会

第
五
回『
吟
詠
リ
サ
イ
タ
ル
』開
催

『
ひ
と
す
じ
』

豪
快
に
、

華
や
か
に
!!

会員募集活動実施中!
　西日本吟詠会では、全会員を挙げて新会員募集活動に取
り組んでいます。皆様の周りには、生き甲斐や癒やしを求め、
新しい趣味や出会いを求めている方々が、多数おられます。
　先ずは声を掛けて下さい。そして、教室の見学や大会見物
に誘って下さい。「一見は百聞に如かず。」募集活動には、勧誘
リーフレット・会報「吟友」・テキストを無料配布して、「吟詠が
いかに解り易く趣味として最適か」を説いて下さい。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　組織強化部

　

特
に
、特
別
出
演
の
大
日
本
正

義
流
家
元
、宗
家
ら
一
流
の
剣
詩

舞
家
の
範
舞
が
入
り
、リ
サ
イ
タ

ル
が
最
高
潮
に
達
し
た
。

　

吟
士
は
、ポ
リ
ド
ー
ル
吟
詠
会

が
誇
る
歴
代
優
勝
者
が
勤
め
そ

の
迫
力
あ
る
朗
々
た
る
吟
声
に
対

し
、万
雷
の
拍
手
が
贈
ら
れ
た
。

　

令
和
元
年
と
い
う
記
念
の
年
に

相
応
し
い
素
晴
し
い
リ
サ
イ
タ
ル

は
大
成
功
裡
に
終
り
ま
し
た
。

ホームページご紹介




